
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 
          
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

 
 神を仰ぎ 人に仕う 

2025年度年間聖句 

あなたの重荷を主にゆだねよ 主はあなたを支えてくださる。 
（詩編 55編 23節） 
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毎週日曜日 10時 30分から日本キリスト教団聖学院教会の礼拝が行われています。 

毎週木曜日 18時 40分から緑聖ホールＣ室にて祈祷会を行っています。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

 

No.7 2025年 7月 18日（金） 全学礼拝期間について  

2025年度全学礼拝は、下記の日程でチャペルにて行っています。 

毎週火曜日から金曜日、14時40分から15時10分です。どなたでも自由にご参加ください。    

春学期／4月 15日（火）～7月 25日（金） 

秋学期／9月 30日（火）～2026年 1月 16日（金） 

※詳しい情報はキリスト教センターホームページをご確認ください。 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

一冊の本との出遭いを大切に！ 

 

講義の中で専門に拘わらず大学生の間に読むべき本を学生のみなさんに薦

めてきました。ドストエフスキー著『罪と罰』、『カラマーゾフの兄弟』など、推薦書

にはロシア文学が含まれるのですが、その一つにトルストイ著『愛あるところに神あ

り』があります。この作品は別名『靴屋のマルチン』として世界的に知られ、クリス

マスに教会でよく子どもたちによって劇として演じられている名作です。 

ある町にマルチンという靴屋が住んでいた。彼の住む地下室の窓は往来に向

いており、その窓からそこを通る人たちの靴がよく見えるのだった。彼の妻は以前

に亡くなり一人息子が残された。マルチンは大切にこの息子を育て、仕事の手

助けするまでになったがこの子も病死してしまう。マルチンは悲嘆にくれ、神に文

句を言い教会に行くこともやめてしまう。そんなある日、長い間巡礼に出ていた

老人がマルチンを訪ねる。マルチンは、この老人に生きる望みもない自分は早く

死にたいと訴える。しかし老人は自分たちには神様の業をあれこれ言う権利はな

いこと、神様に命をいただいたのだから、神様のために生きなくてはならないと語

りこう勧めた。「本が読めるなら、（聖書の）福音書を読みなさい。そこには神様の

ために生きるにはどうすればいいのかが書かれている。」と。 

その後、マルチンはどうなったのでしょうか。この作品には、イエスをキリスト（救

い主）だと信じた人間が内的にどう変えられていくかが描かれています。そして作

品は私たちにこう問いかけます。「キリストが生きる力となっているか？」、「「愛」と

は何か？」、「自らの外に業（わざ）となって現れない信仰は本物か？」と。 

ぜひこの作品を手に取って、ご自分の今を考えてみてください。 

（聖学院大学学長 小池茂子） 

 

 

聖学院教会の礼拝・祈祷会のご案内 

スマホでこちらの QR コードを読み取ってください➡ 

★  チャペルでの全学礼拝時には以下について 

          ご協力をお願いいたします       ★ 
 
＊携帯電話はマナーモードに設定して、しまってください。 

＊礼拝中の私語はやめましょう。 
＊チャペル内にはお手洗いがありませんので、チャペルに入る前に、
エルピス館のお手洗いをご利用ください。 

＊出席カードリーダーを通した後の途中退室はひかえてください。 



 
Seigakuin University CHAPEL NEWS  2025.7.22-25 

司会・奨励 木村 太郎 

（心理福祉学部チャプレン） 

奏  楽 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 321番 1、2節 

聖 書 ガラテヤの信徒への手紙 

5章 13～14節 

（新約 P.349） 

祈 祷  

奨 励 「自由に生きる」 

祈 祷  

讃美歌 321番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 

 
 
 

7月 22日（火） 

 
奨  励 村上 純子 

（心理福祉学科教授） 

司  会 木村 太郎 

奏  楽 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 66番 1、2節 

聖 書 詩編 

90編 10～12節 

 （旧約 P.929） 

祈 祷 

奨 励 「何のために生きるのか」 

祈 祷  

讃美歌 66番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 
 

7月 23日（水） 

 

司会・奨励 洛雲海（ナグネ） 

（政治経済学部特任チャプレン） 

奏  楽 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 520番 1、2節 

聖 書 マルコによる福音書      
1章 14～15節    

（新約 P.61） 

祈 祷 

奨 励 「強制ではなく」   

祈 祷  

讃美歌 520番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 

7月 24日（木） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

司会・奨励 柳田 洋夫 

（人文学部チャプレン） 

奏  楽 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 270番 1、2節 

聖 書 マルコによる福音書 

      10章 46～52節 

（新約 P.83） 

祈 祷 

奨 励 「神が聞かない叫びはない」 

祈 祷  

讃美歌 270番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  
 
 
 
 

7月 25日（金） 

 

★  「1dayバイブル」 のご案内 ★ 
 

1日だけでも聖書にふれてみませんか 
 

日   時 ： 2025年 9月 16日（火） 10：30～16：00 

場   所 ： エルピスホール 

       テ ー マ   ： 私のおふとんは神様 

聖書箇所 ： マタイによる福音書 11章 28節 

        共  催 ： リトリート実行委員会、特別委員会連合 
 

※クリスチャン、ノンクリスチャンを問わずご参加お待ちしています。 

※申し込み方法、プログラムの詳細は別途お知らせいたします。 

★ 「冨田一樹パイプオルガンコンサート」 のお知らせ ★ 
 

ヴェリタス祭において、バッハ国際コンクール日本人初優勝者の 

冨田一樹氏によるパイプオルガンコンサートを開催いたします。 
 

日 時 ： 2025年 11月 1日（土） 

15：20開場/16：00開演（終演予定 17：00） 

場 所 ： チャペル  
 

※事前予約制です。10/6(月)よりオンライン受付開始。    

※詳細はキリスト教センターHPまたは右の QR コードからご覧ください。 

 

★ きりせん マスコット名前大募集 ★ 
 

キリスト教センターのマスコットキャラクターをご存じですか。 

      みなさんに親しみを持っていただける名前を募集します。 
     

 

募集期間 ： 9/29（月）～10/31（金） 
 

※応募方法等、詳細は後日お知らせいたします。 

※応募者先着 100名の方にトートバッグプレゼント！ 


